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大久保　千代次

　スウェーデン放射線安全庁（SSM）は、「電磁界と
健康リスクについての最近の研究」に関する第18次
報告書（2023年）を公開しました。報告書は、電磁
界ばく露の健康への影響についての最新の研究をま
とめたもので、SSMの科学評議会が作成しています。
その目的は一般の人々に電磁界と健康に関する最新
の知識への理解を促進することです。2024年９月
に発表された第18次報告書は、2022年1月から
12月の間に発表された電磁界と健康リスクに関す
る研究をまとめています。科学評議会は、メンバー
合意の上で、これまでの同じ報告書シリーズの見解
を踏まえて最新情報を原則毎年更新し、必要があれ
ばSSMにアドバイスを行っています。

　スウェーデン放射線安全庁（SSM）の前身は、ス
ウェーデン放射線防護庁（SSI）という組織です。
SSIはその名前の通り放射線に関する安全の確保が
業務ですが、電磁界の健康リスクに関する研究の評
価も行い、「電磁界と健康リスクについての最近の研

「電磁界と健康リスクに
ついての最近の研究」

第18次報告書（2023年）

ス ウ ェ ー デ ン 放 射 線 安 全 庁（ S S M ）
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究」と題する報告書を発表して来ました。2008年
にSSIはスウェーデン原子力安全庁（SKI）と 統合さ
れ、名称がスウェーデン放射線安全庁（SSM）とな
り新たに発足しましたが、 前身の業務を引き継ぎ、

「科学評議会」を設置してリスク評価を行い、必要に
応じて政策提言を行っています。

　スウェーデン放射線安全庁（SSM）の科学評議会
が行うリスク評価手法について説明します。評価は、
包括的で、各周波数帯（静的、低周波、中間周波、
高周波）を対象としています。考慮するのは、疫学
研究、ヒトについての実験的研究、動物研究、細胞
研究の各分野と、生物物理学的メカニズム、ドシメ
トリ、ばく露評価に関する研究も対象です。その上
で、各周波数について各研究分野の科学的証拠に重
みをつけて総合的に評価しています。具体的には、
電磁界へのばく露と健康への影響に因果関係がある
かどうかが求められますが、答えは単に「はい」や「い
いえ」ではなく、「証拠の重み」によって示されるこ
とにあります。

　仮に、ある電磁界ばく露に、潜在的な危険性（ハザー
ド）が存在すると判断された場合、リスク評価では、
その影響の強さや異なるばく露量に対応したリスク
が考慮されます。言い換えれば、潜在的危険性（定
性的なハザード）だけでなく、リスク評価には、人々
のばく露状況やそのばく露が疾病にどのように影響
を与えるか、より深い推定（定量的）が求められます。

　リスク評価の検討対象は、原則、英語の査読付き
科学専門誌に掲載された（または掲載が決定した）論
文のみとします。しかし、全ての論文に等しい価値
があると見なすのではなく、論文を評価して｛科学
的な重み｝づけをして行きます。電磁界ばく露の影
響を示す研究（陽性研究）や影響を示さない研究（陰
性研究）のどちらも重要です。

　陽性研究については、その結果を因果関係以外の
理由で説明できるかどうかが評価されます。例えば、

疫学研究では、交絡因子や選択バイアス、偶然の可
能性があるかどうかを検討します。一方、陰性研究
については、その結果が測定の限界やデータの不正
確さによるものでないかを評価します。特に、小規
模な研究では、偶然の影響を排除することが難しい
ため、注意が必要です。更には、統計的な有意性の
有無は、評価する上で重要ではなく、研究の規模や
参加率、ばく露レベル、ばく露評価の質、関連性の
強さ、一貫性など、複数の要因が判断されます。

　次に、各分野の個別の研究を評価してその証拠を
総合的に評価します。これは、個々の研究から得ら
れた結果を総合し、各研究分野が示すメッセージの
質やその影響の程度を検討します。

　最終的な評価段階では、疫学、動物研究、細胞研
究など各分野からの証拠を統合し、観察された電磁
界ばく露の影響や仮説として提唱されるメカニズム
の「もっともらしさ（蓋然性）」が考慮されます。

　例として、50Hz/60Hzの磁界ばく露と小児白血
病との関連性について紹介します。 疫学研究では、
磁界ばく露と小児白血病の発症率の関連性が示され
ますが、実験的な動物モデルや生物物理学的なメカ
ニズムの裏付けが不足しており、全体評価が困難で
す。例えば、2002年、国際がん研究機関（IARC）
では、50Hz/60Hzの磁界ハザードを「ヒトに対し
て 発 が ん 性 が あ る か も し れ な い（Possibly 
Carcinogenic to Humans：グループ2B）」と分類
しました。しかし、「ヒトに対しておそらく発がん性
があるかもしれない（Probably Carcinogenic to 
Humans：グループ2A）」という分類との間に、科
学的証拠がどの程度異なるのか一般の人々に明確な
メッセージとなっているか微妙です。特に日本語で
は2Aも2Bも、共に「可能性」に言及しており、ハザー
ドへの主観的判断に混乱を招いています。

　本題に戻りますが、以下に第18次報告書の要約を
示します。
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結果 

● 電磁界へのばく露と健康リスクとの間に新たな因
果関係は特定されませんでした。疫学研究で一貫
して観察されている50Hz・60Hzの（超）低周波
磁界と小児白血病との関連が因果関係によるもの
かどうかは、今回の報告書でも明らかになってい
ません。

● 脳腫瘍と携帯電話の使用に関する研究は、リスク
がないことを示唆するこれまでの見解を踏襲して
います。携帯電話の通話中に甲状腺が大きくばく
露される可能性がありますが、甲状腺がんに関す
る研究はこれまでほとんど行われていません。

● 動物研究では、特定の状況下での電波（高周波電
磁界）ばく露による影響が観察されますが、一般
的な結論を導き出すことは困難です。以前の
SSM報告書でも報告された酸化ストレスの増加
が、引き続き観察されています。酸化ストレスは
自然な生物学的プロセスで、時には病気の発症に
関与することもありますが、弱い電波ばく露によ
る酸化ストレスがどのような状況で人の健康に影
響を及ぼすかは、引き続き調査が必要です。

● 新たな複合的なばく露条件下では、人が電磁界を
感知する「しきい値」が、直流や交流の単独のばく
露条件よりも低いことが明らかになりました。

関連性 

● 今回の評価結果では、現行の電磁界ばく露基準値
や推奨事項を変更する理由にはなりません。ただ
し、動物において弱い電波ばく露で生物学的な影
響が観察されたことは、スウェーデン環境法のプ
レコーション的考え方を継続することの重要性を
示しています。

● 携帯電話使用による電波ばく露によるリスク増加
を示す脳腫瘍の発症率に影響はないものの、生物
学的な影響が観察されていることや長期的な影響
の不確実性から、携帯電話でのハンズフリーの推
奨を引き続き推奨します。

● 低周波磁界と小児白血病との因果関係への新しい
発見は有りませんが、スウェーデン当局による低
周波磁界へのばく露を一般的に制限する推奨は変
更しません。

更なる研究の必要性 

● 電磁スペクトルの中間周波数（IF）範囲（300 Hz-
10 MHz）の応用が増加しているにもかかわらず、
この範囲の潜在的な健康リスクの科学的評価はほ
とんど行われていませんが、この分野での少数の
研究結果は、現行のばく露基準値以下では健康へ
の影響を示していません。

● 報告書には、質の低いと見なされた研究を一覧と
して記載されています。今年も昨年同様、多くの
研究が質の低さが理由で除外されました。科学的
観点から見て、質の低い研究は重要ではなく、無
駄な費用や人材、場合によっては実験動物を浪費
することになります。

　第18次報告書の原文は、以下のURLからダウン
ロードできます。
https://www.stralsakerhetsmyndigheten.se/
e n / p u b l i c a t i o n s / r e p o r t s / r a d i a t i o n -
protection/2024/202412

https://www.stralsakerhetsmyndigheten.se/en/publications/reports/radiation-protection/2024/202412
https://www.stralsakerhetsmyndigheten.se/en/publications/reports/radiation-protection/2024/202412
https://www.stralsakerhetsmyndigheten.se/en/publications/reports/radiation-protection/2024/202412
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JEICレポート❷JEICレポート❶
BioEM2024（ギリシャ・クレタ島）

管理・受託グループ　川辺　史明

BioEM2024（ギリシャ・クレタ島ハニア）
　2024年6月16日～ 6月21日の6日間、国際生体電磁気学
会「BioEM2024」 が
ギリシャ・クレタ島ハ
ニアのミノア　パレス　
カ ン フ ァ レ ン ス セ ン
ターにおいて開催され
ました。

　電磁界情報センター
（JEIC）からは、ポスター
セッション部門で3件の発表を行いました。

クレタ島ハニアについて
　クレタ島は地中海に浮かぶ島で、ギリシャで一番大きい島
です。ハニアはそのク
レタ島で2番目に大き
い都市で、島の北西部
に位置しています。旧
市街にはヴェネツィア
時代の歴史的建造物が
多数残っており、名所
となっています。

ポスター発表について
　ポスターセッションは2日間・2部構成に分かれて開催さ
れ、その中で３つの内容について発表を行いました。発表の
内容は以下の通りです。
● ESTABLISHING AN INTERNATIONAL FRAMEWORK 

OF RISK COMMUNICATION ON EMF
（EMFリスクコミュニケーションの国際的枠組みの確立について）

　電磁界ばく露による健康影響に不安を持つ方は少なくあり
ません。この問題に関連して欧州委員会が2006年と2010
年にEMFのリスク認知に関するアンケート調査を行いまし
た。それ以降、第5世代移動通信システム（5G）や電気自動車
の普及などEMF関連の技術は大幅に発展しました。同様の調
査を複数の国で再度行い、その結果を比較・分析することに
より、EMFの健康影響に関するリスク認知の現状を把握し、
より良いリスクコミュニケーション方法を確立することが非
常に重要です。EMFの健康影響に関するリスクコミュニケー
ション活動を促進・改善し、科学的な情報を普及させること
を目的とし、関係者間でより効果的なパートナーシップを構
築するための覚書を締結しました。なお、上記アンケート調
査を2024年に行う予定です。
● MEASUREMENTS OF DC MAGNETIC FIELDS 

GENERATED FROM HVDC TRANSMISSION LINES
　（高圧直流送電線から発生する磁界の測定結果について）
　近年、日本国内では、地域間連系設備の送電容量を増強す

ることを目的として、高圧直流送電線（HVDC）の新設や増強
が行われています。また、国外（欧州）においてもHVDCは増
加しています。一方、日本国内におけるHVDCからの磁界測
定事例が限られているため、国内に存在するすべての直流送
電線（北海道東北間2線路、東京中部間1線路、関西四国間1
線路の計4線路）において磁界測定を行いました。その結果、
HVDCから発生する磁界は、国際非電離放射線防護委員会

（ICNIRP）が推奨する一般公衆への静磁界ばく露制限値
400mTに比べ低く、また地磁気とほぼ同程度であることが
確認できました。発表内容の詳細は、JEICウェブサイト

（https://www.jeic-emf.jp/academic/report/rpt11/） に
おいて紹介していますので、そちらをご覧ください。
● MEASUREMENTS OF MAGNETIC FIELDS 

GENERATED FROM MOBILE ELECTRIC FANS
　（ハンディファンから発生する磁界の測定について）
　日本や韓国などでは、夏の酷暑時にハンディファンを使用
する人が増えています。特に、若者を中心に夏の定番ファッ
ションに位置付けられるなど流行しており、多種多様なハン
ディファンが市販されています。様々なメーカー、形状・使
用方法の8機種を選定し測定しました。その結果、今回測定
を行ったハンディファンからの磁界はICNIRPが推奨する一般
公衆への低周波磁界ばく露の参考レベルよりも低いことが確
認できました。発表内容の詳細はJEICレポート②または、
JEICウェブサイト（https://www.jeic-emf.jp/academic/
report/rpt12/）において紹介していますので、そちらをご覧
ください。

まとめ
　3件いずれの内容も多数の方に興味を持っていただき、活
発に質疑応答することができました。特に、リスクコミュニ
ケーションの国際協力につい
ては、多くの国の関係者に興
味を持っていただくことがで
きました。今回の発表を通し
て得られた経験を今後のリス
クコミュニケーション活動な
どの業務に活かしていきたい
と思います。

発表中の様子

BioEM2024の会場

ヴェネツィア港と旧市街

https://www.jeic-emf.jp/academic/report/rpt12/
https://www.jeic-emf.jp/academic/report/rpt12/
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ハンディファンから
発生する磁界の大きさについて

情報調査グループ

目的
　日本や韓国などでは、夏の酷暑時に、ハンディファン
を使用する人が増えています。特に、若者を中心に夏の
定番ファッションに位置付けられるなど流行しており、
多種多様なハンディファンが市販されています。
　電磁界情報センターでは、これまで様々な種類の家電
製品等から発生する磁界の大きさを測定し、ウェブサイ
ト、パンフレット、講演会の資料等で公開してきましたが、
今回はハンディファンから発生する磁界を測定しました。

測定方法
　測定器は、JIS C 1910-1（IEC61786-1）に準拠し、定期的に校正し
ている三軸測定器ELT-400 （Narda S.T.S社製（ドイツ）、測定可能周波
数1 Hz ～ 400 kHz)を使用しました。
　測定方法は、JIS C 1912（IEC 62233）に準拠し、測定距離は通常の
使用方法に基づいて、首に掛けて身体に触れた状態で使用する機種は
0cm、手で持って身体から離して使用する機種は10cmで測定を行いまし
た。また、ハンディファンの出力切替を最大風力にして測定しました。

なお、本内容は、2024年4月24日に開催された医用生
体電磁気学研究会（第16回医用生体電磁気学シンポジウ
ム）および2024年6月に開催されたBioEM2024（in 
Chania, Crete（Greece））で発表しております。
機種選定

インターネット上で人気のハンディファンの中から、
メーカーの重複を避け、様々なタイプの形状や使用方法
の8種類のハンディファンを選定しました。

JEICレポート❷JEICレポート❷

図1　各種ハンディファン

図2　使用方法

図3　使用した磁界測定器
（Narda S.T.S.社製　ELT-400）

※冷却プレート
 半導体の一種であるペルチェ素子が使わ
れており、ペルチェ素子に直流電流を流
すことにより、素子の表面で冷却するこ
とが可能
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測定結果
(1) 磁界測定値

測定した磁界の値を図4に示します。
機器の違い（形状・冷却方式・性能・使用方法などの

違い）により、それぞれの磁界の最大値（実効値）は若干
異なるものの、いずれも国際非電離放射線防護委員会

（ICNIRP）の ガ イ ド ラ イ ン の 参 考 レ ベ ル（200µT：
25Hz ～ 400Hz）を下回りました。

(2) 距離特性
測定値（実効値）が最も大きかったM⑥機種に

ついて距離特性を確認した結果、図5に示すと
おり、発生源から離れると、磁界は急激に低く
なることが確認できました。他機種においても
同様に発生源から離れると急激に低くなること
が確認できました。
＜参考：JISに基づかない方法による測定値＞
　JIS C 1912（IEC 62233）に基づかない方
法で、局所的な磁界を測定すると、今回の測定
結果に比べ高い値を示しましたが、人体への影
響を評価するためには、JIS（IEC）において規
定された人体ばく露に関する測定方法に基づき
測定した値による必要があります。

まとめ
　今回測定した8機種のハンディファンからの
磁界の値はICNIRPガイドラインの参考レベル

（200µT：25Hz ～ 400Hz）よりも低くなり
ました。また、磁界は発生源から離れると急激
に低くなることが確認できました。

図4　測定結果

図5　距離特性（M⑥の場合）



電磁界情報センター賛助会入会のご案内

当センターは、センターの活動にご理解を頂ける皆さまの賛助会費によって支えられています。

賛助会員には3つの種別があります。
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  「JEIC NEWS」に対してご意見・感想をお寄せ下さい  

「JEIC NEWS」は、センターの活動報告、国内外の最新情報、電磁界（電磁波）に関する豆知識など
の記事を年3回発行しています。読者の皆さまからの本誌に対するご意見・感想をお寄せ下さい。記
事としての掲載など誌面づくりに活用させて頂きます。

● 海外の専門家の記事を紹介してほしい。
● 電磁界（電磁波）に関する技術解説記事が読みたい。
● 電磁界情報センターのセミナーに参加して良かった。（もっと改善してほしい）
● 電磁界（電磁波）の説明や表現をもう少し分かりやすくしてほしい　etc.

※掲載にあたり、読みやすさの観点から表現を変更・修正させて頂くことがあります。
※個人への誹謗・中傷に当たる表現は削除させて頂きます。

ご投稿は、下記に掲載の連絡先（電話、FAX、E-mailのいずれか）までお願いします。
皆さまの声をお待ちしています。

編 後集 記
　早いもので2024年も12月を迎えました。今年1年を振り返りますと、元旦の能登半島地震、8月の南海トラフ
地震臨時情報の発表、各地での大雨による被害等、様々な自然災害の影響を受けました。また、ウクライナやパレス
チナでの紛争も終わりが見えることがなく心配です。一方、パリオリンピック・パラリンピックでの日本選手の活躍
や、大リーグでの大谷選手の活躍といった明るいニュースがありました。国内外の政治では、日本の衆議院解散によ
る総選挙、アメリカの大統領選挙により、今後の政治・経済の動向も気になります。電磁波の話題に目を移しますと、
WHOが電波の健康リスク評価を実施中であると聞いて、電磁界情報センターでもその結果に注目していますが、ま
だ継続中ですので来年を待ちましょう。
　さて、昨年度に引継ぎ、今年度も経済産業省・総務省の共催にて「電磁波の健康影響に関する講演会」を開催中です。
既に４ヵ所が終了し、残すところは年が明けての福岡県と奈良県のみとなりました。オンライン参加も可能ですので、
是非お申込み下さい。講演会の詳細はJEIC HP（https://www.jeic-emf.jp/portal/18200.html）をご覧ください。
　最後に今年も電磁界情報センターの取り組みにご支援、ご協力をいただき、誠にありがとうございました。
皆さまにおかれましても、良いお年をお迎えください。� 種崎　征利
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